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STAT3;APRF;Signal transducer and activator of transcription 3;Acute-phase response factor
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、STATタンパク質ファミリーのメンバーです。サイトカインや増殖因子に応答して、STATファミリーのメンバーは受容体関連キナーゼによってリン酸化され、ホモ二量体またはヘテロ二量体を形成して細胞核に移行し、そこで転写活性化因子として作用します。このタンパク質は、インターフェロン（IFN）、EGF、IL-5、IL-6、HGF、LIF、BMP2など、様々なサイトカインや増殖因子に応答してリン酸化によって活性化されます。このタンパク質は、細胞刺激に応答して様々な遺伝子の発現を媒介し、細胞増殖やアポトーシスなど、多くの細胞プロセスにおいて重要な役割を果たします。低分子量GTPaseであるRac1は、このタンパク質に結合し、その活性を制御することが示されている。PIAS3タンパク質はこのタンパク質の特異的阻害剤です。この遺伝子の変異は、乳児期発症型多系統自己免疫疾患および過形成と関連しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MCF7細胞ライセートのウェスタンブロット解析（STAT3ウサギmAb使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

